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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に画像を表示する画像表示装置であって、
　画像データが記憶された可搬型記憶媒体を接続するための第１の接続手段と、
映像信号を出力する画像供給装置を接続して、前記画像供給装置から出力された映像信号
を入力する第２の接続手段と、
　前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合には、前記可搬型記憶
媒体に記憶されている画像データに基づいて、前記表示部に画像を表示し、前記第２の接
続手段に前記画像供給装置が接続されている場合には、前記画像供給装置から入力された
映像信号に基づいて、前記表示部に画像を表示する画像表示手段と、
　前記画像表示装置を操作するための操作部と、
　前記画像表示装置を操作するための操作画面を表示する操作画面表示手段であって、前
記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記可搬型記憶媒体に記
憶されている画像データを用いて前記表示部に画像を表示する所定の画像処理に依存した
操作画面を表示する操作画面表示手段と、
　を備え、
　前記操作画面表示手段は、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている
場合、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されていることを示す所定の情報
を含む操作画面を表示し、
　前記画像表示手段は、前記可搬型記憶媒体に記憶されている画像データもしくは前記画
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像供給装置から入力された映像信号に基づいて、前記表示部に画像を表示し、
　前記操作部には、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合と、
前記第２の接続手段に前記画像供給装置が接続されている場合とにおいて、前記画像表示
装置を操作するために異なる機能がわりつけられる、画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の画像表示装置であって、更に、
　前記可搬型記憶媒体に記憶されている画像データを編集可能な編集手段を備え、
　前記所定の画像処理には前記画像データの編集実行が含まれ、
　前記操作画面表示手段は、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている
場合、前記画像データの編集の実行を指示するための操作項目を含む操作画面を表示する
、画像表示装置。
【請求項３】
　請求項１記載の画像表示装置であって、
　前記所定の画像処理には、前記表示部に表示すべき画像を表す画像データの選択が含ま
れ、
　前記操作画面表示手段は、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている
場合、前記画像データの選択を行うための操作画面を前記表示部に表示する、画像表示装
置。
【請求項４】
　請求項１記載の画像表示装置であって、
　前記表示部は、第１の表示部と第２の表示部と、を含み、
　操作画面表示手段は、前記可搬型記憶媒体に記憶されている画像データもしくは前記画
像供給装置から入力された映像信号に基づいて、前記第１の表示部に画像を表示し、前記
操作部を構成する操作画面を前記第２の表示部に表示し、
　前記画像表示装置は、更に、
　前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記可搬型記憶媒体
に記憶されている画像データを用いて前記第１の表示部に画像を表示する所定の画像処理
に依存した操作画面を前記第２の表示部に表示するよう前記操作画面表示手段を制御する
制御手段を備える、画像表示装置。
【請求項５】
　請求項４記載の画像表示装置であって、更に、
　前記画像データを編集可能な編集手段を備え、
　前記所定の画像処理には前記画像データの編集実行が含まれ、
　前記制御手段は、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前
記編集手段に前記画像データの編集の実行を指示するための編集指示部を含む操作画面を
前記第２の表示部に表示するよう前記操作画面表示手段を制御する、画像表示装置。
【請求項６】
　請求項４記載の画像表示装置であって、
　前記操作部は、前記画像表示装置を操作するための機能が割り付けられた物理的なキー
によって構成されており、
　前記制御手段は、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合と、
前記第２の接続手段に前記画像供給装置が接続されている場合とにおいて、前記キーに割
り付ける機能を変更する、画像表示装置。
【請求項７】
　請求項６記載の画像表示装置であって、更に、
　前記画像データを編集可能な編集手段を備え、
　前記所定の画像処理には前記画像データの編集実行が含まれ、
　前記制御手段は、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前
記編集手段に対する前記画像データの編集実行を指示する機能を前記キーに割り付ける、
画像表示装置。
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【請求項８】
　可搬型記憶媒体を接続するための第１の接続手段と、映像信号を出力する画像供給装置
を接続して、前記画像供給装置から出力された映像信号を入力する第２の接続手段と、表
示部と、前記画像表示装置を操作するための操作部と、を備える画像表示装置を制御する
ための制御方法であって、
　コンピュータが、
　前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記可搬型記憶媒体
に記憶されている画像データを用いて画像を表示する所定の画像処理に依存した操作画面
を表示部に表示し、
　前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記第１の接続手段
に前記可搬型記憶媒体が接続されていることを示す所定の情報を含む操作画面を表示し、
　前記可搬型記憶媒体に記憶されている画像データもしくは前記画像供給装置から入力さ
れた映像信号に基づいて、前記表示部に画像を表示し、
　前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合と、前記第２の接続手
段に前記画像供給装置が接続されている場合とにおいて、前記画像表示装置を操作するた
めの前記操作部に異なる機能をわりつける、制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置に関し、特に画像表示装置を操作するための操作部の構成を制
御する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクタが広く利用されている。プロジェクタに画像データを供給する媒体として
、近年、プロジェクタに直接接続して利用するユニバーサルシリアルバス（Universal Se
rial Bus：ＵＳＢ）メモリやメモリカード等の可搬型外部機器が利用されている。このよ
うなプロジェクタには、ＵＳＢ端子やカードスロットを備えており、ＵＳＢ端子やカード
スロットへの外部機器の接続を検出して、利用者にドライブ（接続中の外部機器）の選択
を行わせるための選択画面を表示するものがある（例えば、特許文献１）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－９６８７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の技術では、外部機器から直接データを取得し表示する場合と、コ
ンピュータを介して画像データを取得し表示する場合とにおいて、利用者が必要と考える
機能が異なるにもかかわらず、操作部やメニューなどのユーザインタフェースが同じ設定
内容であり、十分に工夫されていなかった。
【０００５】
　本発明は上述の課題に鑑みてなされたものであり、外部機器から直接データを取得し表
示する画像表示装置における、利用者の操作性の向上を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。本発明の一形態は、表示部に画像を
表示する画像表示装置であって；画像データが記憶された可搬型記憶媒体を接続するため
の第１の接続手段と；映像信号を出力する画像供給装置を接続して、前記画像供給装置か
ら出力された映像信号を入力する第２の接続手段と；前記第１の接続手段に前記可搬型記
憶媒体が接続されている場合には、前記可搬型記憶媒体に記憶されている画像データに基
づいて、前記表示部に画像を表示し、前記第２の接続手段に前記画像供給装置が接続され
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ている場合には、前記画像供給装置から入力された映像信号に基づいて、前記表示部に画
像を表示する画像表示手段と；前記画像表示装置を操作するための操作部と；前記画像表
示装置を操作するための操作画面を表示する操作画面表示手段であって、前記第１の接続
手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記可搬型記憶媒体に記憶されている
画像データを用いて前記表示部に画像を表示する所定の画像処理に依存した操作画面を表
示する操作画面表示手段と；を備え；前記操作画面表示手段は、前記第１の接続手段に前
記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接
続されていることを示す所定の情報を含む操作画面を表示し；
　前記画像表示手段は、前記可搬型記憶媒体に記憶されている画像データもしくは前記画
像供給装置から入力された映像信号に基づいて、前記表示部に画像を表示し；前記操作部
には、前記第１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合と、前記第２の接
続手段に前記画像供給装置が接続されている場合とにおいて、前記画像表示装置を操作す
るために異なる機能をわりつけられる。このような形態であれば、従って、可搬型記憶媒
体接続時、利用者は、可搬型記憶媒体に記憶されている画像データを用いて画像を表示す
る所定の画像処理に依存した操作画面を利用してプロジェクタを操作できる。よって、利
用者は簡易に可搬型記憶媒体に記憶されている画像データを用いた所定の画像処理を行う
ことができ、利用者の操作性を向上できる。また、利用者は、可搬型記憶媒体に記憶され
ている画像データを用いて画像処理が実行されていることを容易に確認できる。また、利
用者の操作性を向上できる。
【０００７】
［適用例１］
　表示部に画像を表示する画像表示装置であって、画像データが記憶された可搬型記憶媒
体を接続するための接続手段と、前記可搬型記憶媒体に記憶されている画像データに基づ
いて、前記表示部に画像を表示する画像表示手段と、前記画像表示装置を操作するための
操作部と、前記画像表示装置を操作するための操作画面を表示する操作画面表示手段であ
って、前記接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記可搬型記憶媒体に
記憶されている画像データを用いて前記表示部に画像を表示する所定の画像処理に依存し
た操作画面を表示する操作画面表示手段と、を備える画像表示装置。
【０００８】
　適用例１の画像表示装置によれば、可搬型記憶媒体接続時には、可搬型記憶媒体に記憶
されている画像データを用いて画像を表示する所定の画像処理に依存した操作画面が表示
部に表示される。従って、可搬型記憶媒体接続時、利用者は、可搬型記憶媒体に記憶され
ている画像データを用いて画像を表示する所定の画像処理に依存した操作画面を利用して
プロジェクタを操作できる。よって、利用者は簡易に可搬型記憶媒体に記憶されている画
像データを用いた所定の画像処理を行うことができ、利用者の操作性を向上できる。
【０００９】
[適用例２]
　適用例１の画像表示装置であって、前記操作画面表示手段は、前記接続手段に前記可搬
型記憶媒体が接続されている場合、前記接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている
ことを利用者が視認可能となる所定の情報を含む操作画面を表示する。適用例２の画像表
示装置によれば、可搬型記憶媒体が接続されていることを表す所定の情報が操作画面に表
示される。従って、利用者は、可搬型記憶媒体に記憶されている画像データを用いて画像
処理が実行されていることを容易に確認できる。
【００１０】
[適用例３]
　適用例１または適用例２の画像表示装置であって、更に、前記可搬型記憶媒体に記憶さ
れている画像データを編集可能な編集手段を備え、前記所定の画像処理には前記画像デー
タの編集実行が含まれ、前記操作画面表示手段は、前記接続手段に前記可搬型記憶媒体が
接続されている場合、前記画像データの編集の実行を指示するための操作項目を含む操作
画面を表示する。一般的に、コンピュータから画像データを取得して画像処理を行う場合
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には、画像データの編集はコンピュータにおいて行われるため、画像表示装置側で編集を
行うことはないが、可搬型記憶媒体から直接データを取得して画像処理を行う場合、コン
ピュータを用いることなく画像データの編集を行うためには画像表示装置が編集機能を備
えている必要がある。すなわち、画像表示装置において、編集処理は、可搬型記憶媒体か
ら直接画像データを取得して画像処理を行う場合に依存した所定の画像処理に含まれる処
理である。従って、適用例３の画像表示装置によれば、接続手段に可搬型記憶媒体が接続
されている場合には、操作項目に画像データの編集が含まれるので、利用者は容易に画像
データの編集を行うことができる。
【００１１】
[適用例４]
　適用例１の画像表示装置であって、前記所定の画像処理には、前記表示部に表示すべき
画像を表す画像データの選択が含まれ、前記操作画面表示手段は、前記接続手段に前記可
搬型記憶媒体が接続されている場合、前記画像データの選択を行うための操作画面を前記
表示部に表示する。適用例４の画像表示装置によれば、可搬型記憶媒体接続時には、画像
データの選択を行うための操作画面が表示される。よって、画像データの選択を行うため
の操作画面を呼び出すための利用者操作を省略できるので、利用者の利便性の向上を図る
ことができる。
【００１２】
[適用例５]
　第１の表示部に画像を表示する画像表示装置であって、画像データが記憶された可搬型
記憶媒体を接続するための第１の接続手段と、映像信号を出力する画像供給装置を接続し
て、前記画像供給装置から出力された映像信号を入力する第２の接続手段と、前記可搬型
記憶媒体に記憶されている画像データもしくは前記画像供給装置から入力された映像信号
に基づいて、前記第１の表示部に画像を表示する画像表示手段と、前記第１の接続手段に
前記可搬型記憶媒体が接続されている場合と、前記第２の接続手段に前記画像供給装置が
接続されている場合とにおいて、前記操作部に割り付けられる機能が異なるように制御す
る制御手段と、を備える。適用例５の画像表示装置によれば、可搬型記憶媒体が接続され
ている場合には、画像供給装置接続時とは異なる機能が割り付けられるように操作部の構
成が制御される。従って、利用者の操作性を向上できる。
【００１３】
[適用例６]
　適用例５の画像表示装置であって、更に、第２の表示部と、操作部を構成する操作画面
を前記第２の表示部に表示する操作画面表示手段を備え、前記制御手段は、前記第１の接
続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記可搬型記憶媒体に記憶されてい
る画像データを用いて前記第１の表示部に画像を表示する所定の画像処理に依存した操作
画面を前記第２の表示部に表示するよう前記操作画面表示手段を制御する。適用例６の画
像表示装置によれば、可搬型記憶媒体接続時には、所定の画像処理に依存した操作画面が
第２の表示部に表示される。よって、所定の画像処理に依存した機能を利用者に容易に実
行可能とする操作画面を提供できるので、利用者の操作性の向上を図ることができる。
【００１４】
[適用例７]
　適用例６の画像表示装置であって、更に、前記画像データを編集可能な編集手段を備え
、前記所定の画像処理には前記画像データの編集実行が含まれ、前記制御手段は、前記第
１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記編集手段に前記画像デー
タの編集の実行を指示するための編集指示部を含む操作画面を前記第２の表示部に表示す
るよう前記操作画面表示手段を制御する。適用例７の画像表示装置によれば、可搬型記憶
媒体に記憶されている画像データの編集実行を指示するための編集指示部が操作画面に含
まれる。従って、可搬型記憶媒体接続時に、容易に画像データの編集を行うことができる
。
【００１５】
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[適用例８]
　適用例６の画像表示装置であって、前記操作部は、前記画像表示装置を操作するための
機能が割り付けられる物理的なキーによって構成されており、前記制御手段は、前記第１
の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合と、前記第２の接続手段に前記画
像供給装置が接続されている場合とにおいて、前記キーに割り付ける機能を変更する。適
用例８の画像表示装置によれば、可搬型記憶媒体が接続されている場合と、コンピュータ
が接続されている場合とにおいて、操作部に設けられているキーに割り付ける機能が変更
される。従って、可搬型記憶媒体を用いた画像処理用の操作キーを新たに準備することな
く、利用者に、可搬型記憶媒体を用いた画像処理に依存した操作部を提供できる。
【００１６】
[適用例９]
　適用例８の画像表示装置であって、更に、前記画像データを編集可能な編集手段を備え
、前記所定の画像処理には前記画像データの編集実行が含まれ、前記制御手段は、前記第
１の接続手段に前記可搬型記憶媒体が接続されている場合、前記編集手段に対する前記画
像データの編集実行を指示する機能を前記キーに割り付ける。適用例８の画像表示装置に
よれば、操作部のキーに、可搬型記憶媒体に記憶されている画像データの編集実行を指示
するため機能が割り付けられる。従って、画像データ編集用の操作部を準備することなく
、可搬型記憶媒体接続時に、容易に画像データの編集を行うことができる。
【００１７】
　本発明において、上述した種々の態様は、適宜、組み合わせたり、一部を省略したりし
て適用することができる。例えば、画像表示装置の操作部の構成を制御する制御方法、画
像表示装置の操作部の構成を制御するためのコンピュータプログラム、かかるコンピュー
タプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録対象物等としても構成できる。
いずれの構成においても、上述した各態様を適宜、適用可能である。コンピュータが読み
取り可能な記録対象物としては、例えば、フレキシブルディスクやＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ
－ＲＯＭ、光磁気ディスク、ＩＣカード、ハードディスク等種々の対象物を利用すること
が可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
Ａ．第１実施例：
Ａ１．システム構成：
　図１は、第１実施例における画像表示装置としてのプロジェクタの概略構成を例示する
説明図である。図１（ａ）は、プロジェクタ１０のシステム構成を示しており、図１（ｂ
）は、プロジェクタ１０の操作部５１０を示している。プロジェクタ１０は、ＵＳＢメモ
リ５０を接続するためのＵＳＢインタフェース３０と、コンピュータ（図示省略）を接続
するためのＰＣインタフェース３１と、操作部５１０と、を備えている。ＵＳＢメモリ５
０には、スクリーンＳＣに表示すべき画像データが記憶されている。プロジェクタ１０は
、ＵＳＢインタフェース３０を介してＵＳＢメモリ５０から画像データを直接取得し、も
しくは、ＰＣインタフェース３１を介してコンピュータから映像信号を取得し、取得した
画像データもしくは映像信号に応じて光学像を形成して、投写レンズを介して光学像をス
クリーンＳＣに投写する。なお、第１実施例では、プロジェクタ１０は、ＵＳＢメモリ５
０が接続されたことを検知すると、ＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像データを用い
て画像を表示する所定の画像処理に依存した操作画面を表示する。「所定の画像処理に依
存した操作画面」については、後に詳述する。第１実施例において、プロジェクタ１０は
、特許請求の範囲の「画像表示装置」に当たり、ＵＳＢインタフェース３０は特許請求の
範囲の「第１の接続手段」に当たり、ＰＣインタフェース３１は特許請求の範囲の「第２
の接続手段」に当たり、ＵＳＢメモリ５０は特許請求の範囲の「可搬型記憶媒体」に当た
り、スクリーンＳＣは、特許請求の範囲の「表示部」および「第１の表示部」に当たり、
コンピュータは特許請求の範囲の「画像供給装置」に当たる。
【００１９】
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　図１（ｂ）に示すように、操作部５１０は、プロジェクタ１０を操作するための機能が
割り付けられた複数のボタンにより構成されている。「ボタンに機能が割り付けられた」
とは、ボタン選択により機能が実行されることを示す。操作部５１０には、カラーモード
の設定を行うためのボタン５１１，アスペクト比の設定を行うためのボタン５１２，プロ
ジェクタ１０の傾きによりスクリーンＳＣ上の画像に生じる台形歪みの補正処理を行うた
めのボタン５１３、種々の選択を行うためのボタン５１４ａ～５１４ｄから構成される選
択ボタン５１４および操作を決定するための決定ボタン５１５が表示されている。
【００２０】
Ａ２．機能ブロック：
　図２は、実施例におけるプロジェクタ１０の構成を例示するブロック図である。プロジ
ェクタ１０は、図１（ａ）において説明したＵＳＢインタフェース３０、ＰＣインタフェ
ース３１，操作部５１０に加えて、照明光学系１００と、光源ランプ駆動部１１０と、液
晶ライトバルブ１２０と、液晶ライトバルブ駆動部１３０と、投写光学系１４０と、投写
光学系調整部１５０と、ＣＰＵ１６０と、画像取得部１６２と、画像処理部１６４と、編
集部１６６と、制御部１６８とを備える。図２において、各光学系は簡略に記載されてい
る。ＣＰＵ１６０は、プロジェクタ１０全体の動作を制御する。操作パネル５３０は、後
述する第２実施例において説明する。操作パネル５３０は、第１実施例のプロジェクタ１
０には備えられていない。
【００２１】
　光源ランプ駆動部１１０は、照明光学系１００に含まれる光源ランプを駆動する。液晶
ライトバルブ駆動部１３０は、画像処理部１６４から与えられる画像データに従って、液
晶ライトバルブ１２０を駆動する。投写光学系調整部１５０は、ユーザからの入力に応じ
て投写光学系１４０の位置を調整する。具体的には、投写光学系調整部１５０は、光源光
軸ＬＡに垂直な方向に向けて、投写光学系１４０に含まれるレンズを移動させたり、シフ
ト位置を調整したりする。なお、光源光軸ＬＡは照明光学系１００から射出される光の中
心軸を意味しており、液晶ライトバルブ１２０がスクリーンＳＣに投写する画像の中心を
通る。
【００２２】
　画像取得部１６２は、ＵＳＢインタフェース３０を介してＵＳＢメモリ５０から画像デ
ータを取得し、または、ＰＣインタフェース３１を介してコンピュータから映像信号を取
得し、取得した画像データもしくは映像信号を画像処理部１６４に受け渡す。画像処理部
１６４は、画像取得部１６２から受け渡された画像データに種々の画像処理を施して補正
画像データを生成し、補正画像データを液晶ライトバルブ駆動部１３０へ受け渡す。種々
の画像処理とは、例えば、輝度やコントラスト、色合いなど画質の調整の他、台形歪みの
補正やアスペクト比の補正などの種々の処理を含む。
【００２３】
　液晶ライトバルブ駆動部１３０は、受け渡された画像データ（操作画面を表す操作画面
データ、補正画像データ）に基づいて、液晶ライトバルブ１２０を駆動し、画像データに
よって表される画像データを表示する。液晶ライトバルブ駆動部１３０と、液晶ライトバ
ルブ１２０と、投写光学系調整部１５０と、投写光学系１４０は、特許請求の範囲の「画
像表示手段」に当たる。第１実施例において、操作画面データは、プロジェクタ１０の図
示しないメモリやハードディスクなどの記憶媒体に予め記憶されていてもよいし、制御部
１６８が適宜生成してもよい。
【００２４】
　編集部１６６は、画像データを編集可能なアプリケーションソフトの機能や、ソフトウ
ェアキーボードを表示する機能を備えており、ＵＳＢメモリ５０から取得した画像データ
を、利用者の指示に従って編集する。編集部１６６は、特許請求の範囲の「編集手段」に
当たる。
【００２５】
　制御部１６８は、ＵＳＢインタフェース３０にＵＳＢメモリ５０が接続されている場合
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と、ＰＣインタフェース３１にコンピュータが接続されている場合とで、異なるユーザイ
ンタフェースを提供する。具体的には、ＵＳＢインタフェース３０に可搬型記憶媒体であ
るＵＳＢメモリ５０が接続されている場合には、ＵＳＢメモリ５０内の画像データを取得
してスクリーンＳＣに画像を表示する所定の画像処理に依存した機能を実行するための操
作項目を含む操作画面を、スクリーンＳＣに表示する。すなわち、「ＵＳＢメモリ５０内
の画像データを取得してスクリーンＳＣに画像を表示する所定の画像処理に依存した操作
画面」とは、言い換えれば、「ＵＳＢメモリ５０内の画像データを取得してスクリーンＳ
Ｃに画像を表示する所定の画像処理専用の操作画面」とも言える。第１実施例では、「所
定の画像処理」には、例えば、画像データにより表される画像を取得する取得処理や画像
データを利用者に選択させるための画面を表示する表示処理、画像をスクリーンＳＣに表
示する表示処理、画像データを編集する編集処理が含まれる。制御部１６８は、特許請求
の範囲の「操作画面表示手段」の機能を含む。
【００２６】
Ａ３．操作画面例：
　図３～図７を参照して、第１実施例における操作画面の表示例について説明する。図３
～図７は、第１実施例における操作画面を示す画面例である。図３（ａ）は、コンピュー
タがＰＣインタフェース３１に接続されている場合にスクリーンＳＣに表示される画像を
表しており、図３（ｂ）は、ＵＳＢメモリ５０がＵＳＢインタフェース３０に接続されて
いる場合にスクリーンＳＣに表示される操作画面３０１を表している。
【００２７】
　図３（ａ）に示すように、コンピュータがＰＣインタフェース３１に接続されている場
合、言い換えれば、コンピュータから映像信号を取得してスクリーンＳＣに表示する画像
処理では、コンピュータのディスプレイに表示される画面がスクリーンＳＣに画像（映像
）３００として表示される。このように、コンピュータがＰＣインタフェースに接続され
ても、スクリーンＳＣに専用の操作画面は表示されない。
【００２８】
　一方、図３（ｂ）に示すように、可搬型記憶媒体であるＵＳＢメモリ５０がＵＳＢイン
タフェース３０に接続されている場合、言い換えれば、ＵＳＢメモリ５０から画像データ
を取得してスクリーンＳＣに表示する画像処理では、操作画面３０１には、接続されてい
る可搬型記憶媒体であるＵＳＢメモリ５０を表すアイコン３０２と、ＵＳＢメモリ５０に
記憶されている画像データを用いた画像処理に依存した機能を含む操作メニュー３０４が
表示される。「ＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像データを用いた画像処理に依存し
た機能」とは、コンピュータではなく、可搬型記憶媒体に記憶されている画像データを取
得して画像を表示する際に行われる種々の画像処理に関連する機能を表している。以降、
本明細書では、以降、「ＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像データを用いた画像処理
に依存した機能」を「媒体依存機能」と呼ぶ。第１実施例では、媒体依存機能には、ＵＳ
Ｂメモリ５０に記憶されている画像データの縮小画像を表示するサムネイル機能、ＵＳＢ
メモリ５０に記憶されている画像データを編集する編集機能、および、ＵＳＢメモリ５０
をプロジェクタ１０から取り外すための取り外し機能が含まれる。なお、媒体依存機能は
これらの機能に限定されず、適宜、種々の機能を含んでもよい。以降、実施例において、
「操作画面」は、プロジェクタ１０の制御部１６８により表示されるものを示している。
【００２９】
　第１実施例では、操作メニュー３０４には、媒体依存機能である「サムネイル」、「編
集」および「ＵＳＢメモリの取り外し」という機能を実行するための操作項目が含まれて
いる。「サムネイル」が選択されるとＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像データの縮
小画像を一覧表示するサムネイル画面がスクリーンＳＣに表示され、「編集」が選択され
るとＵＳＢメモリ５０に格納されている画像データを編集するための編集画面がスクリー
ンＳＣに表示される。「ＵＳＢメモリの取り外し」が選択されると、プロジェクタ１０の
電源が投入された状態でＵＳＢメモリを取り外しできるようにプロジェクタ１０が制御さ
れる。なお、操作項目の選択は、操作部５１０や図示しないリモートコントローラにより
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可能である。第１実施例において、操作メニュー３０４の各操作項目は、特許請求の範囲
の「操作項目」に当たり、アイコン３０２は、特許請求の範囲における「接続手段に可搬
型記憶媒体が接続されていることを利用者が視認可能となる所定の情報」に当たる。
【００３０】
　ここで、操作メニュー３０４に含まれる機能が媒体依存機能である理由について以下に
説明する。プロジェクタ１０とコンピュータとが接続されている場合、コンピュータを操
作して表示すべき画像データの選択や編集を行うことができるが、ＵＳＢメモリ５０から
画像データを取得してスクリーンＳＣに表示する場合、画像データの選択や、必要な場合
には画像データの編集をプロジェクタ１０において行えることが好ましい。よって、プロ
ジェクタ１０によるサムネイル表示や画像データの編集は、コンピュータから画像データ
を取得して画像を表示する画像処理においては不要な機能である一方、ＵＳＢメモリ５０
から画像データを取得して画像を表示する画像処理においては必要な機能である。このよ
うな理由からサムネイル表示機能や編集機能などの機能を媒体依存機能に含まれる。
【００３１】
　なお、図３（ａ）および図３（ｂ）では、ＵＳＢインタフェース３０もしくはＰＣイン
タフェース３１のいずれか一方に機器が接続されている場合の画面例について説明したが
、例えば、他の外部機器、例えば、メモリカードやＤＶＤ等の記憶媒体の接続手段が設け
られており、複数の記憶媒体がプロジェクタ１０に接続されている場合には、どの外部機
器を選択するかを選択する媒体選択画面を表示してもよい。利用者によってメモリカード
やＤＶＤ等の可搬型記憶媒体が選択された後に操作画面３０１を表示すればよい。このと
き、アイコン３０２に代えて、選択された可搬型記憶媒体を表すアイコンが表示されても
よい。
【００３２】
　図４は、第１実施例における操作画面（サムネイル画面）を示す画面例である。図４は
、図３（ｂ）の操作画面３０１において、「サムネイル」が選択された場合における操作
画面３１０を表している。操作画面３１０を、以降、サムネイル画面３１０と呼ぶ。サム
ネイル画面３１０は、ＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像ファイル３１１～３１６（
ファイル名「ｆｉｌｅ０１」～「ｆｉｌｅ０６」）と、アイコン３０２と、操作画面３０
１に戻るためのボタン戻る３１８と、操作を決定するための決定ボタン３１９とを含む。
利用者はスクリーンＳＣに表示されたサムネイル画面３１０を視認しつつ、操作部５１０
を操作して所望の画像ファイルを選択する。ＣＰＵ１６０は、選択された画像ファイルを
表示するための画像処理を行い、スクリーンＳＣに画像を表示する。プロジェクタ１０が
表示可能な画像ファイルは、例えば、パワーポイント（登録商標）、ワード（Ｗｏｒｄ（
登録商標））、エクセル（Ｅｘｅｌｅ（登録商標））、ＰＤＦ（登録商標）等や、動画な
ど種々の形式のファイルが含まれる。
【００３３】
　図５および図６は、第１実施例における操作画面（編集画面）を示す画面例である。図
３（ｂ）において「編集」が選択されると、編集する画像ファイルを選択するための選択
画面（図４と同様の操作画面）が表示され、選択画面において画像ファイルが選択される
と、図５（ａ）に示す操作画面３２０が表示される。第１実施例では、スライド形式のフ
ァイル（例えば、）編集時の操作画面を例に説明する。操作画面３２０を、以降、スライ
ド選択画面３２０と呼ぶ。スライド選択画面３２０には、アイコン３０２と、選択された
画像ファイルを構成するスライドデータ３２２ａ～３２２ｊおよび編集する画像ファイル
を選択するための選択画面（図示省略）へ戻るためのボタン３２３が含まれる。スライド
データ３２２ａ～３２２ｊは各スライドを縮小表示した画像である。利用者は、操作部５
１０を操作して編集対象のスライドを選択する。例えば、スライド選択画面３２０では、
６番目のスライドデータ３２２ｆが選択されている状態を太線で表している。
【００３４】
　編集対象のスライドが選択されると、図５（ｂ）に示す操作画面３３０が表示される。
操作画面３３０を、以降、編集項目選択画面３３０と呼ぶ。編集項目選択画面３３０にお
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いて、操作部５１０を操作して図形３３１や文字列３３２～３３４のうち編集すべき対象
項目を選択する。選択されている図形・文字列は、選択されていることを利用者によって
視認可能に表示される。第１実施例では、編集項目選択画面３３０に示すように、選択さ
れている文字列３３４をカーソル枠による囲み表示し、選択されていることを利用者が容
易に確認できるようにしている。この他にも、例えば、選択されている図形・文字列の反
転表示、拡大表示、強調表示などしてもよい。
【００３５】
　編集対象の図形・文字列が選択されると、図６に示す操作画面３４０が表示される。操
作画面３４０は、編集を実行するための画面である。操作画面３４０を、以降、編集実行
画面３４０と呼ぶ。編集実行画面３４０は、編集対象３４１とソフトウェアキーボート３
４２と、アイコン３０２と、編集を反映する決定ボタン３４３と、編集をキャンセルする
キャンセルボタン３４４とが含まれる。編集対象３４１には、図５（ｂ）において編集対
象として選択された図形・文字列が表示される。第１実施例では、編集対象３４１には文
字列３３４が表示される。利用者は、操作部５１０を操作してソフトウェアキーボート３
４２を利用し、編集対象３４１を編集する。決定ボタン３４３が押下されると編集後の編
集対象３４１の内容が、編集対象として選択されたスライドデータ３２２ｆの文字列３３
４に反映される。プロジェクタ１０は、ＵＳＢメモリ５０から画像ファイルを直接読み込
んで表示しているので、ＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像ファイルが更新されるこ
とになる。キャンセルボタン３４４が押下されると、編集対象３４１の編集内容は破棄さ
れて、編集前のスライドデータ３２２ｆが表示された編集項目選択画面３３０が表示され
る。
【００３６】
　以上説明した第１実施例のプロジェクタ１０によれば、ＵＳＢメモリ５０接続時には、
ＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像データを用いて画像を表示する所定の画像処理に
依存した媒体依存機能を実行するための操作項目を含む操作画面３０１がスクリーンに表
示される。従って、ＵＳＢメモリ５０接続時、利用者は、ＵＳＢメモリ５０に記憶されて
いる画像データを用いた画像処理において利用する操作項目が含まれる操作画面（専用の
操作画面）を利用してプロジェクタを操作できる。よって、利用者はＵＳＢメモリ５０に
記憶されている画像データを用いて簡易に画像処理を行うことができ、利用者の操作性を
向上できる。
【００３７】
　また、第１実施例のプロジェクタ１０によれば、ＵＳＢメモリ５０が接続されている場
合の画像処理においてのみ用いられる機能であるサムネイル表示、編集等の操作項目が操
作画面３０１に含まれる。従って、利用者はＵＳＢメモリ５０を用いた画像処理にのみ利
用される機能の中から機能を選択できるので、不要な機能を含む多数の操作項目の中から
所望の操作項目を選択するという操作を省略できる。
【００３８】
　また、第１実施例のプロジェクタ１０によれば、ＵＳＢメモリ５０が接続されているこ
とを表すアイコン３０２が操作画面に表示される。従って、利用者は、ＵＳＢメモリ５０
に記憶されている画像データを用いて画像処理が実行されていることを容易に確認できる
。
【００３９】
　また、第１実施例のプロジェクタ１０によれば、ＵＳＢメモリ５０が接続されている場
合には、媒体依存機能である画像データの編集が操作メニューに含まれる。従って、利用
者は容易に画像データの編集を行うことができる。従来、記憶媒体に画像データを記憶し
、当該画像データをプロジェクタのみで再生できる従来技術は、コンピュータは不要であ
る点が特徴であった。すなわち、コンピュータ不要でプレゼンテーションができる点が特
徴であった。しかしながら、客先で原稿修正や資料追加、表現の変更などできず、結果と
してコンピュータが必要となるため、その特徴を生かしきれていなかった。第１実施例に
よれば今回は、コンピュータ無しでプロジェクタ１０があればＵＳＢメモリ５０等の記憶
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媒体内の画像データの修正・追加・再編集が行なえるので、ユーザの利便性（使い勝手、
携帯すべき機器の数の低減（労力）等）を大幅に向上することができる。
【００４０】
Ｂ．第２実施例：
　第２実施例では、操作部を構成するタッチパネル式の液晶の液晶パネルを有するプロジ
ェクタ１０ａについて説明する。第２実施例のプロジェクタ１０ａは、操作部５１０が液
晶の操作パネル５３０により構成されていること、および、制御部１６８が操作パネル５
３０に表示する操作画面を制御すること以外は、第１実施例のプロジェクタ１０と同様の
構成を備える。
【００４１】
Ｂ１．概略構成：
　図７は、第２実施例におけるプロジェクタ１０ａの概略構成を例示する説明図である。
プロジェクタ１０ａは、操作部としての操作パネル５３０を備える。操作パネル５３０は
、タッチパネル式の液晶パネルにより構成されている。図７（ａ）は、コンピュータＰＣ
がプロジェクタ１０ａに接続されている場合の操作パネル５３０を例示している。図７（
ｂ）は、ＵＳＢメモリ５０がプロジェクタ１０ａに接続されている場合の操作パネル５３
０を例示している。操作パネル５３０は、プロジェクタ１０ａを操作するための種々のボ
タンが表示される。
【００４２】
　プロジェクタ１０ａは、可搬型記憶媒体としてのＵＳＢメモリ５０が接続されている場
合とコンピュータＰＣが接続されている場合とにおいて、異なる機能を備える操作部とな
るように、操作パネル５３０の機能割り付け（表示される操作画面）を変更する。プロジ
ェクタ１０ａの機能ブロックは、第１実施例のプロジェクタ１０の機能ブロック（図２）
において操作部５１０の代わりに操作パネル５３０が設けられていること以外はほぼ同じ
である。プロジェクタ１０ａの制御部１６８が操作パネル５３０の機能割り付け（表示さ
れる操作画面）を制御する。
【００４３】
　コンピュータＰＣがプロジェクタ１０ａに接続されている場合には、操作パネル５３０
には、図７（ａ）に示すように、カラーモードの設定を行うためのボタン５３１，アスペ
クト比の設定を行うためのボタン５３２，台形歪みの補正処理を行うためのボタン５３３
、選択ボタン５３４ａ～５３４ｄおよび決定ボタン５３５が表示されている。
【００４４】
　ＵＳＢメモリ５０がプロジェクタ１０ａに接続されている場合には、図７（ｂ）に示す
ように、操作パネル５３０には、カラーモードやアスペクト比の設定、台形歪み補正処理
等の初期設定を行うための初期設定ボタン５４１、選択ボタン５４２ａ～５４２ｄ，画像
ファイルの再生（例えば、パワーポイントのスライドショーの実行）を行うための実行ボ
タン５４３，画像ファイルの再生を停止するための停止ボタン５４４、ＵＳＢメモリ５０
に記憶されている画像データの編集の実行を指示するための編集指示ボタン５４５等が含
まれる。操作パネル５３０に表示される操作画面の内容は、図７（ｂ）に示すものに限ら
れず、使用態様に応じて予め種々の態様に設定することができる。例えば、プロジェクタ
１０ａは、ＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像データの選択に用いられるサムネイル
画面３１０と画像データを選択するための選択ボタン５４２ａ～５４２ｄを操作パネル５
３０に表示してもよい。また、操作パネル５３０にアイコン３０２を表示しても良い。な
お、第２実施例において、編集指示ボタン５４５は特許請求の範囲の「編集指示部」に当
たる。
【００４５】
　このように、第２実施例では、ＵＳＢメモリ５０接続時には、媒体依存機能が割り付け
られた操作ボタンを含む操作画面を操作パネル５３０に表示する。なお、第２実施例にお
いて、サムネイルの表示機能や編集機能は、媒体依存機能の一例であり、これに限られな
い。例えば、ＵＳＢメモリ５０の取り外しといった機能が含まれても良い。
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【００４６】
　以上説明した第２実施例のプロジェクタ１０ａによれば、ＵＳＢメモリ５０が接続され
ている場合と、コンピュータＰＣが接続されている場合とにおいて、操作パネル５３０に
表示される操作部の機能が異なるように制御される。具体的には、ＵＳＢメモリ５０が接
続されている場合には、媒体依存機能が割り付けられた操作ボタンを含む操作画面が操作
パネル５３０に表示される。よって、ＵＳＢメモリ５０に記憶されている画像データを用
いた画像処理実行時に、サムネイル表示機能や編集機能等が割り付けられた操作ボタンを
含む操作画面を操作開始時に利用者に提供できる。よって、利用者の操作性の向上を図る
ことができる。
【００４７】
　また、第２実施例のプロジェクタ１０ａによれば、ＵＳＢメモリ５０に記憶されている
画像データの編集実行を指示するための編集指示ボタン５４５が操作パネル５３０に表示
される。従って、ＵＳＢメモリ５０が接続されている場合においても、利用する機能に応
じた操作画面が操作パネル５３０に表示されるため、利用者は迷うことなく簡単に操作が
できる。従って、利用者の利便性は大幅に向上する。
【００４８】
Ｃ．第３実施例：
　第３実施例では、可搬型記憶媒体であるＵＳＢメモリ５０が接続されている場合と、コ
ンピュータが接続されている場合とにおいて、物理的なボタンによって構成されている操
作部５１０の各ボタンにそれぞれ異なる機能を割り付けるプロジェクタについて説明する
。
【００４９】
Ｃ１．操作部：
　図８は、第３実施例における操作部５１０ａを例示する説明図である。操作部５１０ａ
には、各種ボタン４００～４０７、通知部４０８ａおよび４０８ｂが設けられている。プ
ロジェクタのＣＰＵ１６０は、コンピュータがプロジェクタに接続されている場合と、可
搬型記憶媒体としてのＵＳＢメモリ５０がプロジェクタに接続されている場合とにおいて
、操作部５１０の各ボタンに割り付けられている機能を変更する。第３実施例において、
操作部５１０ａの各種ボタンは、特許請求の範囲の「物理的なキー」に当たる。なお、第
３実施例では、操作部５１０ａには「物理的なキー」としてボタンを設けているが、ボタ
ンに限られず公知の種々の構成を「物理的なキー」として適用可能である。
【００５０】
　例えば、第３実施例では、次の通りである。コンピュータがプロジェクタに接続されて
いる場合、ボタン４００はカラーモードを設定する機能が割り付けられ、ボタン４０２は
アスペクト比を設定する機能が割り付けられ、ボタン４０４は、台形歪みの補正処理を実
行する機能が割り付けられる。また、ボタン４０６ａ～４０６ｄから構成される選択ボタ
ン４０６は、各種項目の選択を行う機能が割り付けられ、決定ボタン４０７は選択ボタン
４０６による項目の選択を決定する機能が割り付けられる。一方、ＵＳＢメモリ５０がプ
ロジェクタに接続されている場合、ボタン４００にはサムネイル画面を表示する機能が割
り付けられ、ボタン４０２には編集機能が割り付けられ、ボタン４０４にはカラーモード
・アスペクト比・台形歪みの補正など初期設定を行う機能が割り付けられる。選択ボタン
４０６および決定ボタン４０７は、コンピュータがプロジェクタに接続されている場合と
同様に選択および決定を行うための機能が割り付けられている。通知部４０８ａ、４０８
ｂは、ＬＥＤ等の光源を備えている。
【００５１】
　第３実施例では、コンピュータが接続されている場合には、各ボタン４００，４０２，
４０４は、それぞれ、カラーモードの設定、アスペクト比の設定、台形歪みの補正処理を
行う機能が割り付けられ、ＵＳＢメモリ５０が接続されている場合には、各ボタン４００
，４０２，４０４が、それぞれサムネイル画面の表示、編集画面の表示、初期設定画面の
表示を行うための機能が割り付けられる。
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【００５２】
　操作部５１０には、図８に「通常メニュー」／「ＵＳＢメニュー」と示すように、コン
ピュータが接続されているかＵＳＢメモリ５０が接続されているかによって、割り付けら
れる機能が異なる。「通常メニュー」はコンピュータが接続されている場合の操作部であ
り、「ＵＳＢメニュー」はＵＳＢメモリ５０が接続されている場合の操作部である。「通
常メニュー」として、各ボタン４００，４０２，４０４の上方に「カラーモード」、「ア
スペクト比」および「台形補正」と記載されている。こうすることにより、利用者は、コ
ンピュータが接続されている場合、ＵＳＢメモリ５０が接続されている場合において、同
一のボタンに異なる機能が割り付けられていることを容易に知ることができる。更に、コ
ンピュータがプロジェクタに接続されている場合には、プロジェクタは、通知部４０８ａ
を点灯し、ＵＳＢメモリ５０がプロジェクタに接続されている場合には、通知部４０８ｂ
を点灯するように制御を行う。こうすれば、利用者は、現在、コンピュータとＵＳＢメモ
リ５０のいずれから画像データを取得し表示しているかを即座に認識できる。
【００５３】
　図９は、第３実施例における機能割り付けテーブルを例示する説明図である。テーブル
５００は、操作部５１０の各ボタンと、各ボタンに割り付けられる機能との対応を表して
いる。テーブル５００は、プロジェクタの図示しないメモリに予め格納されている。テー
ブル５００において、「ボタン番号」は、操作部５１０の各ボタンを表しており、「機能
」は、プロジェクタに接続される外部機器（コンピュータ、ＵＳＢメモリ５０）に応じて
各ボタンに割り付ける機能を表している。また、「ＰＣ」とは、コンピュータを表してお
り、「ＵＳＢメモリ」は、ＵＳＢメモリ５０を表している。プロジェクタの制御部１６８
は、機能割り付けテーブル５００に基づいて、ＵＳＢメモリ５０が接続されている場合と
、コンピュータが接続されている場合とにおいて、操作部５１０の各種ボタン４００、４
０２、４０４に異なる機能を割り付ける。例えば、ボタン４０２には、プロジェクタ１０
にコンピュータが接続されている場合、アスペクト比の設定機能が割り付けられ、ＵＳＢ
メモリ５０が接続されている場合、編集機能が割り付けられる。
【００５４】
　以上説明した第３実施例のプロジェクタによれば、ＵＳＢメモリ５０が接続されている
場合と、コンピュータが接続されている場合とにおいて、操作部５１０に設けられている
ボタンに割り付けられている機能を変更できる。従って、ＵＳＢメモリ５０を用いた画像
処理用の操作ボタンを新たに準備することなく、利用者に、媒体依存機能を簡易に実行可
能とする操作部を提供できる。また、高価な部品を利用する必要が無いため、製品のコス
トを大幅に低減することができる。また、利用者も一目でボタンの機能を理解することが
できるため、使い勝手が向上する。
【００５５】
Ｄ．変形例：
（１）第１実施例では、画像ファイルの編集において、ソフトウェアキーボードを用いて
文字列の編集を行っているが、例えば、携帯電話やコンピュータのテンキー、キーボード
を用いて編集してもよい。
【００５６】
　図１０は、変形例におけるプロジェクションシステムを例示する説明図である。変形例
のプロジェクションシステムは、プロジェクタ１０ｂと携帯電話１２とから構成される。
プロジェクタ１０ｂと携帯電話１２は、無線通信部３５を備え、例えば、赤外線通信など
の無線通信により通信可能に接続される。携帯電話１２には、予め、プロジェクタ１０ｂ
と通信を行うためのアプリケーションが組み込まれている。プロジェクタ１０ｂにおいて
、編集対象の文字列の選択までは、第１実施例と同様に行われる。利用者は、携帯電話１
２で文字列を入力し、プロジェクタ１０ｂに送信する。プロジェクタ１０ｂは、携帯電話
１２から取得した文字列を、選択中の文字列３３４と置き換える。携帯電話１２に代えて
、携帯情報端末（Personal Digital Assistant：ＰＤＡ）やラップトップコンピュータな
どを用いても良い。
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【００５７】
　こうすれば、ソフトウェアキーボードの機能をプロジェクタに組み込むことなく、画像
ファイルの編集を行うことができる。よって、プロジェクタ１０ｂの負荷を軽減できる。
また、利用者は、ＵＳＢメモリ５０から画像データを直接取得して表示するプロジェクタ
の利用時に、コンピュータを用いることなく、携帯電話１２などの携帯端末を用いて簡易
に画像ファイルを編集できる。よって、利用者の利便性を向上できる。特に、利用者は、
愛用している携帯端末の使い方は熟知しているため、操作に迷うことなくファイル編集が
可能となる。よって、利用者にとって、プロジェクタ１０ｂの使い勝手が大幅に向上する
。
【００５８】
（２）第３実施例では、通知部４０８ａ、４０８ｂを設け、コンピュータとＵＳＢメモリ
５０のいずれから画像データを取得し表示しているかを容易に認識可能にする構成として
いるが、例えば、操作ボタンを設け、ＵＳＢメモリ５０使用時に利用者がボタンを押下す
ると操作部に割り付けられている機能が切り替わるように構成してもよい。こうすれば、
利用者は、任意に操作ボタンに割り付けられている機能を切り替えることができる。
【００５９】
（３）表示部に画像を表示する画像表示装置であって、画像データが記憶された可搬型記
憶媒体を接続するための第１の接続手段と、映像信号を出力する画像供給装置を接続して
、前記画像供給装置から出力された映像信号を入力する第２の接続手段と、前記可搬型記
憶媒体に記憶されている画像データもしくは前記画像供給装置から入力された映像信号に
基づいて、前記表示部に画像を表示する画像表示手段と、前記画像表示装置を操作するた
めの操作画面を表示する操作画面表示手段であって、前記第１の接続手段に前記可搬型記
憶媒体が接続されている場合と、前記第２の接続手段に前記画像供給装置が接続されてい
る場合とにおいて、異なる操作画面を表示する操作画面表示手段と、を備える画像表示装
置としてもよい。
【００６０】
　変形例（３）の画像表示装置によれば、可搬型記憶媒体接続時と、画像供給装置接続時
とにおいて、第１の表示部に異なる操作画面が表示される。従って、可搬型記憶媒体接続
時には、可搬型記憶媒体に記憶されている画像データを用いた画像処理を行うための操作
画面を呼び出す手間を省略できるので、利用者の操作性を向上できる。
【００６１】
　以上、本発明の種々の実施例について説明したが、本発明はこれらの実施例に限定され
ず、その趣旨を逸脱しない範囲で種々の構成をとることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】第１実施例における画像表示装置としてのプロジェクタのシステム構成を例示す
る説明図。
【図２】第１実施例におけるプロジェクタ１０の機能ブロックを例示するブロック図。
【図３】第１実施例におけるＵＳＢメモリ接続時と、コンピュータ接続時とのそれぞれに
おいて表示される画面を示す画面例。
【図４】第１実施例におけるサムネイル画面３１０を示す画面例。
【図５】第１実施例におけるスライド選択画面３２０、編集項目選択画面３３０を示す画
面例。
【図６】第１実施例における編集実行画面３４０示す画面例。
【図７】第２実施例におけるプロジェクタ１０ａの概略構成を例示する説明図。
【図８】第３実施例における操作部を例示する説明図。
【図９】第３実施例における機能割り付けテーブルを例示する説明図。
【図１０】変形例におけるプロジェクションシステムを例示する説明図。
【符号の説明】
【００６３】
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　　１０…プロジェクタ、１０ａ…プロジェクタ、１０ｂ…プロジェクタ、１２…携帯電
話、３０…ＵＳＢインタフェース、３１…ＰＣインタフェース、１００…照明光学系、１
１０…光源ランプ駆動部、１２０…液晶ライトバルブ、１３０…液晶ライトバルブ駆動部
、１４０…投写光学系、１５０…投写光学系調整部、１６０…ＣＰＵ、１６２…画像取得
部、１６４…画像処理部、１６６…編集部、１６８…制御部、３００、３０１…操作画面
、３０２…アイコン、３０４…操作メニュー、３０６…アイコン、３１０…操作画面、３
１１…画像ファイル、３１８…ボタン、３１９…ボタン、３２０…編集画面、３２２ａ～
３２２ｆ…スライドデータ、３２３…ボタン、３３０…編集実行画面、３３０…編集項目
選択画面、３３１…図形、３３２、３３４…文字列、３４０…編集実行画面、３４１…編
集対象、３４２…ソフトウェアキーボート、３４３…決定ボタン、３４４…キャンセルボ
タン、４００、４０２、４０４…ボタン、４０６…選択ボタン、４０８…決定ボタン、４
２０…画像処理部、５００…テーブル、５１０…操作部、５３０…操作パネル、５３１、
５３２、５３３…ボタン、５３４ａ…選択ボタン、５３５…決定ボタン、５４１…初期設
定ボタン、５４２…選択ボタン、５４３…実行ボタン、５４４…停止ボタン

【図１】 【図２】
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